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■専門部会からの報告について
就労支援部会　報告書
	■第１回就労支援部会

	日時：令和８年５月１１日（月）　１４時００分～１５時３０分

	会場：品川区立障害児者総合支援施設　地下１階多目的室

	１．事業者紹介 

	・今回参加した事業者より、自己紹介と事業内容の紹介を行った。４月から就労継続支援Ｂ型事業所として新規開設した事業所から挨拶があった。
・事業所の抱える課題として、作業に必要な石油由来製品等の原材料の価格の高騰による業者との価格交渉への対応が挙げられた。また、販路拡大に取り組む中で商品単価や平均工賃の向上についての課題が挙げられた。

	２．品川区地域自立支援協議会について

	・品川区地域自立支援協議会の設置目的、協議会の検討事項、協議会の体系図（全体会と専門部会の関係）について説明を行った。
また、今年度のスケジュールについて確認をした。

	３．障害者就労支援施設「Kitara」令和７年度実績報告について

	・令和７年度の実績を報告。来客数は４,０９２名、就労体験は２３５名。超短時間雇用の相談は５８件、就労実習数は１０名。超短時間雇用での就労者数は４名であった。
· 地域の方と交流を進める場として、ヨガや絵本を読むイベントなどを実施した。
・区内の就労継続支援事業所の工賃アップのための共同受注窓口の役割を担い４件の受注を受けた。受注案件に参加した事業者より、受ける数量を相談で決められる所がメリットで、既存の決まった作業の負担にならない中で受注案件の作業ができたことは良かったと意見があった。

	４．自主製品販売イベントについて

	・６年度より「輪の品マルシェ」と名付け、品川区地域自立支援協議会就労支援部会のイベントとして実施し、継続的に販売会等を行ってきた。
・今年度についても、販売会実施による工賃向上や販路拡大、地域の方に認知をしていただけるように実施していく。
・今年度の予定としては、
6月30日（火）「大井競馬場」　
11月1日（日）「エシカル消費イベント」五反田産業文化会館
11月28日（土）「JR目黒駅前」目黒駅改札前イベントスペース
2月20日（土）「桐ケ谷斎場　地域感謝の集い」
での開催を予定している。
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	５．超短時間雇用促進事業の進捗状況の報告

	・令和７年度の進捗状況を報告。登録企業は２６社、登録者は３６名。就職者数２２名、離職者数が７名、そのうち契約満了が３名。
　令和６年、７年度の累計の数字では登録者が９２名、登録企業数が６９社。就職者数が３３名。３月末時点での求人募集中の企業数は１２社。
内容は、清掃、注文の聞き取り・書き起こし、小麦粉の袋詰め、食器洗浄であった。
・就労者からの問い合わせ経路として多いのは、福祉施設や医療関係者からの情報提供により、相談・登録が増えている。
・一方、企業側からは、昨年１２月に開催された超短時間雇用セミナーに参加した企業や、今年２月に開催された品川区超短時間雇用シンポジウムを見た企業から超短時間雇用の導入を検討された企業から相談がある状況。
· 超短時間雇用を利用した事業者より、求人情報を支援員が確認できる手段があれば、利用者の特徴を理解している支援員が超短時間雇用の案件を紹介しやくなるのではないかという意見があった。

	６．その他

	・各事業所で実施するイベントや販売会について情報共有をいただいた。
・げんき品川で開始した就労選択支援の現状報告があった。先着順で毎月２名程度の受け入れを行っている。近隣で選択支援を実施している事業所が少ないため、他区からの問い合わせも来ている状況である。

	　出席：部会長：区立発達障害者支援施設長

	　　　　部会員：１．品川区立心身障害者福祉会館

	　　　　　　　　２．品川宿

	３．げんき品川

	　　　　　　　　４．ジョブサ品川区

	　　　　　　　　５．～キセキの杜～ジョブステーション大井町

	　　　　　　　　６．LITALICOワークス五反田

	　　　　　　　　７．ミラトレ大井町

	　　　　　　　　８．リファイン就労支援センター五反田

	　　　　　　　　９．プラスタイル大井町

	　　　　　　　　10．リワークセンター品川

	　　　　　　　　11．福祉工場しながわ（プチレーブ）

	　　　　　　　　12．品川区立障害児者総合支援施設「ぐるっぽ」

	　　　　　　　　13．さつき

	　　　　　　　　14．第二しいのき学園

	　　　　　　　　15．かもめ第一工房

	　　　　　　　　16．かもめ第二工房

	　　　　　　　　17．トット文化館

	　　　　　　　　18．TODAY南品川

	　　　　　　　　19．Beスポーツ
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